
03 2015.5 02

Interview 
••

Takashi Saito

Kiyotaka Oikawa

Takahiro Miura

Kiichi Ishikawa

Takenori Gotou

Tadashi Yanbe

輩
出
。
当
時
か
ら
米
山
町
は
、
農

業
に
重
点
を
置
い
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
。
町
と
学
校
、
地

域
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
は
、農
業
の
ま
ち
「
米
山
町
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
た
。

　

学
校
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
悲
し
い
こ
と
。
在
校
生
や
卒
業

生
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
関
わ
っ

て
き
た
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て

も
本
当
に
つ
ら
い
こ
と
だ
と
思

う
。
し
か
し
、
学
校
は
な
く
な
っ

て
も
、
築
い
て
き
た
歴
史
や
伝
統

は
な
く
な
ら
な
い
。　

　

米
谷
工
62
年
、
上
沼
高
89
年
、

米
山
高
44
年
の
歴
史
と
伝
統
は
、

新
し
い
学
び
舎
の
登
米
総
合
産
業

高
校
に
受
け
継
が
れ
る
。

を
支
え
、
農
業
近
代
化
に
対
応
し

現
代
農
業
に
即
応
す
る
人
材
を
多

く
輩
出
し
て
き
た
。
特
に
地
元
中

田
町
で
は「農
家
の
長
男
は
農
高

進
学
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
平
成
５
年
に
世
の

中
の
構
造
変
化
に
伴
い
、
農
業
高

校
か
ら
普
通
科
を
併
設
し
た
総
合

高
校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
今

日
を
迎
え
た
。

　

米
山
高
は
昭
和
26
年
に
宮
城
県

上
沼
農
業
高
等
学
校
米
山
分
教
場

と
し
て
開
設
。
昭
和
45
年
に
宮
城

県
米
山
農
業
高
等
学
校
と
な
っ

た
。

　

米
山
高
も
上
沼
高
同
様
、
地
域

の
農
業
を
支
え
、
変
化
す
る
農
業

情
勢
に
対
応
で
き
る
人
材
を
多
く

谷
工
は
、
あ
い
さ
つ
や
服
装
、
身

だ
し
な
み
な
ど
、
基
本
的
生
活
習

慣
の
指
導
に
重
点
を
置
い
て
き

た
。
卒
業
後
、
生
産
現
場
で
即
戦

力
と
な
る
た
め
に
は
、
教
養
や
技

能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
人

と
し
て
当
た
り
前
の
素
養
を
身
に

つ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
た
か
ら

だ
。
こ
れ
ら
の
教
育
活
動
が
地
域

や
企
業
か
ら
評
価
さ
れ
、
毎
年

１
０
０
％
の
進
路
を
達
成
し
て
き

た
。

　

上
沼
高
は
、
３
校
の
中
で
最
も

歴
史
が
古
く
、
大
正
15
年
に
上
沼

村
立
宮
城
県
上
沼
実
業
学
校
と
し

て
開
校
。
昭
和
23
年
に
は
宮
城
県

上
沼
農
業
高
等
学
校
と
な
り
、
こ

の
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

　

米
谷
工
高
、
上
沼
高
、
米
山
高

の
３
校
と
登
米
高
の
商
業
科
が
再

編
、
統
合
す
る
た
め
、
前
述
の
３

校
が
27
年
３
月
31
日
、
長
い
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

米
谷
工
は
、
昭
和
23
年
に
県
立

登
米
高
等
学
校
定
時
制
課
程
米
谷

分
校
と
し
て
開
設
。
昭
和
36
年
に

宮
城
県
米
谷
工
業
高
等
学
校
と

な
っ
た
。

　

学
区
唯
一
の
工
業
高
で
あ
る
米


